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裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
６
人
が
裁
判
員
と
し
て
、
刑
事

裁
判
に
参
加
し
、
３
人
の
裁
判
官
と
一

緒
に
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有

罪
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る

の
か
を
決
め
る
制
度
で
す
。

　
国
民
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
裁
判
の
内
容
や
手
続
き
に
国

民
の
良
識
が
反
映
さ
れ
る
と
と
も
に
、

司
法
に
対
す
る
国
民
の
理
解
が
深
ま
り
、

裁
判
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
司
法

へ
の
信
頼
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
裁
判
員
裁
判
の
対
象
と
な
る
事
件
は
、

国
民
の
関
心
の
高
い
一
定
の
重
大
犯
罪

で
あ
り
、
第
一
審
の
刑
事
訴
訟
事
件
で

す
。
具
体
例
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
殺
人
（
人
を
殺
し
た
場
合
）

②
強
盗
致
死
傷
（
強
盗
が
人
に
け
が
を

　
さ
せ
、あ
る
い
は
、
死
亡
さ
せ
た
場
合
）

③
傷
害
致
死
（
人
に
け
が
を
さ
せ
、
そ

　
の
結
果
、
死
亡
さ
せ
た
場
合
）

④
危
険
運
転
致
死
（
ひ
ど
く
酒
に
酔
っ

　
た
状
態
で
、
自
動
車
を
運
転
し
て
人  

　
を
ひ
き
、
死
亡
さ
せ
た
場
合
）

⑤
現
住
建
造
物
等
放
火
（
人
が
住
ん
で  

　
い
る
家
に
放
火
し
た
場
合
）

⑥
身
代
金
目
的
誘
拐
（
身
代
金
を
取
る

　
目
的
で
、
人
を
誘
拐
し
た
場
合
）

⑦
保
護
責
任
者
遺
棄
致
死
（
子
ど
も
に

　
食
事
を
与
え
ず
、
放
置
し
て
、
死
亡

　
さ
せ
た
場
合
）

　
裁
判
員
の
職
務
は
大
き
く
分
け
て
次

の
３
つ
で
す
。

①
公
判
へ
の
立
ち
会
い

　
裁
判
官
と
一
緒
に
刑
事
事
件
の
法
廷

（
公
判
）
に
立
ち
会
い
、
判
決
ま
で
関

与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
公
判
で
は
、

主
に
、
証
人
や
被
告
人
に
対
す
る
質
問

が
行
わ
れ
ま
す
。
裁
判
員
か
ら
、
証
人

な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た

物
や
書
類
も
取
り
調
べ
ま
す
。

②
評
議
、
評
決

　
証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
後
、
被
告
人

が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ
と
し
た
ら

ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き
か
を
裁
判
官
と

一
緒
に
議
論
し
（
評
議
）、
決
定
（
評
決
）

し
ま
す
。
議
論
を
つ
く
し
て
も
、
全
員

の
意
見
が
一
致
し
な
い
場
合
、
評
決
は

多
数
決
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

③
判
決
宣
告
へ
の
立
ち
会
い

　
評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷
で
裁

判
長
が
判
決
を
宣
告
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
裁
判
員
と
し
て
の
職
務
は
、
判

決
宣
告
に
よ
り
終
了
し
ま
す
。

　
裁
判
員
は
評
議
の
「
秘
密
」
や
、
評

議
以
外
の
裁
判
員
と
し
て
の
職
務
を
す

る
際
に
知
っ
た
「
秘
密
」
を
漏
ら
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
（
守
秘
義
務
）。

　
守
秘
義
務
は
、
そ
の
人
が
、
裁
判
員

で
あ
る
間
だ
け
で
は
な
く
、
裁
判
員
を

や
め
た
後
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

義
務
で
す
。
も
し
、
こ
の
義
務
に
違
反

し
た
場
合
に
は
、
懲
役
刑
ま
た
は
罰
金

刑
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
裁
判
所
に
出
頭
し
た
日
数
な
ど
に
応

じ
て
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
ら
れ

た
方
法
で
、
日
当
、
交
通
費
な
ど
が
計

算
さ
れ
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
裁
判
員
と
し
て
仕
事
を
休
ん

だ
こ
と
を
理
由
に
、
解
雇
な
ど
の
不
利

益
な
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も

ら
う
制
度
で
す
の
で
、
原
則
と
し
て
辞

退
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
人
や
病
気
や

け
が
な
ど
法
律
で
定
め
ら
れ
た
辞
退
事

由
に
当
た
る
と
裁
判
所
が
認
め
た
場
合

は
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
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■
裁
判
員
の
職
務
は
？

■
裁
判
員
の
義
務
は
？

■
経
済
的
な
保
証
は
あ
る
？

■
裁
判
員
は
辞
退
は
で
き
る
？

■
裁
判
員
制
度
と
は
？

■
扱
う
事
件
は
？

　
国
民
の
皆
さ
ん
が
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
被
告

人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を

裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
る
裁
判
員
制
度
が
本
年
５
月
21
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
で
は
、
平
成
21
年
度
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
71
人
（
有

権
者
約
４
６
０
人
に
１
人
）
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
あ
な

た
も
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
の
た
め

に
、
制
度
の
概
要
や
、
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

裁判員になるまで

裁判員制度
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①裁判員候補者名簿を作成（前年の秋ごろ）

　選挙権のある人の中から、翌年の裁判員

候補者となる人を選び、裁判所ごとに裁判

員候補者名簿を作ります。

　名簿に載った人には連絡がいきます。

②候補者を選定（裁判の6～8週間前）

　事件ごとに候補者名簿の中から、くじで

裁判員候補者を選びます。選ばれた人には、

裁判所に来てもらう日時などをお知らせし

ます。

③裁判員の選定（通常は裁判当日の午前中）

　裁判長から、裁判員になれない理由がな

いかどうか、辞退希望がある場合はその理

由などについて質問されます。

　裁判員になれない理由のある人や辞退が

認められた人は候補者から除外されます。

④裁判員を選任

　除外されなかった候補者の中からくじな

どで6人の裁判員が選ばれます。

平
成
平
成
2121
年
５
月

年
５
月
2121
日
ス
タ
ー
ト

日
ス
タ
ー
ト

平
成
21
年
５
月
21
日
ス
タ
ー
ト

岡山地方裁判所主催による裁判員制度体験ツアーの様子


